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1. はじめに
ドラマや映画のような映像コンテンツでは，音楽が

BGMとして効果的に用いられ，その物語を大いに盛り
上げる役割を果たしている．BGMとして用いられる音
楽は，映像コンテンツ内で描写される情景に合う必要性
があるため，コンテンツ毎にプロによって新たに作曲さ
れる場合が多い．一方，初心者が映像コンテンツを制作
する場合，ある情景に合う曲を作曲するための知識やノ
ウハウを持っていないため，自身のコレクションや市販
の BGM集から適当な音楽を選定する場合が多く，作曲
する場合に比べて表現の自由度は低くなる．ここで，そ
の知識やノウハウ，つまり情景を表現する音楽要素とは
何かが理解されれば，それを利用してBGMの作曲・編
曲や効率的な検索を支援することができ，初心者のコン
テンツ制作に大いに貢献できると考える．
「情景を表現する音楽要素とは何か」という命題は，

音楽理解の重要な側面に直結するにも関わらず，十分な
検討はなされてこなかった．その 1つの理由に，従来の
研究アプローチではこの命題には立ち向かえなかったこ
とがあろう．自動採譜や和声解析，音楽構造解析といっ
たこれまでの音楽認識・理解研究は，音楽を分析し解釈
するのが主であり，人間の音楽理解モデルの獲得を指向
していなかった．後藤は，「しろうとの音楽理解」という
観点から「何が得られれば音楽を理解したといえるか」
を問い直し，独自の問題設定で音楽理解研究に取り組ん
だ [1]が，上の命題に解を与えるまでには至っていない．
本研究では，物語を表現した音楽である標題音楽を対

象とし，情景要素と音楽要素のマッピングモデルの獲得
を目指す，新しい研究アプローチを提案する．対象を標
題音楽に限定することで，作曲を物語から音楽へのマッ
ピング，聴取・理解をその逆問題ととらえることができ
る．標題音楽では作曲者の意図が物語の形で入手可能な
ので，情景要素と音楽要素の関連をより客観的な形で分
析・議論することが可能である．

2. 標題音楽を用いた音楽理解研究構想
標題音楽とは，物語を音楽で表現しようとする音楽の

ことである．一般に，物語はいくつかの場面（シーン）
の流れによって構成され，各シーンではそれぞれの情景
が描写される．また，シーンを意味内容を基にいくつか
まとめたものを幕（アクト）と呼ぶ．つまり物語は図 1
のような階層構造を持つものと考えることができる．
物語を表現する標題音楽にもこのような階層構造を考

えることができる．アクトやシーンに対応する構成要素
を図 1ではそれぞれ楽章，楽節と呼ぶ．しかし，この呼
び方はあくまで便宜的なものであり，必ずしも音楽の持
つ楽章，楽節の構造と一致するとは限らない．
シーン単位での物語と音楽の対応の例を図 2に示す．

このように標題音楽とは，各シーンで描写される情景の
流れに沿って，その情景を音楽で表現したものである．

2.1 標題音楽の作曲・聴取過程のモデル化
本研究では，作曲家が標題音楽を作曲する際の過程を

以下に述べるように仮定する．まず表現したい情景から，
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図 1: 物語構造と標題音楽構造の対応．

図 2: シーン単位での物語と音楽の対応例．

その情景を特徴付けるような構成要素（情景要素）を抽
出する．例えば，「アヒルが狼に追いかけられている．」と
いうような情景を音楽で表現したい時，主要人物はアヒ
ルであるとか，その気分は不快であるとか，追いかけら
れる行動から動きのある情景であるというような情景要
素を元の情景から抽出する．そして，これらの情景要素
をどのような音楽要素でうまく表現できるかを考える．
例えば，アヒルの鳴き声に似せてメロディの楽器はオー
ボエにしようとか，動きのある情景なのでテンポは早く
しようという具合にである．この際に，作曲家は情景要
素と音楽要素を結びつけるマッピングモデルを用いて，
情景要素を音楽要素に変換していると考えられる．最後
にその音楽要素を組み合わせて音楽を作曲する．このよ
うに，作曲家は図 3で示されるような流れで情景を基に
標題音楽を作曲する．
このとき，聴取理解の過程は，作曲の過程の逆問題と

して図 3で示されるような流れで説明できる．まず聴取
者は実際に演奏されている音楽を聴き，それから音楽要
素を抽出する．そして音楽要素をマッピングモデルを用
いて情景要素に変換する．最後に得られた情景要素を解
釈して，音楽が描写している情景を理解するとする．
両者のマッピングモデルに共通項が多ければ，聴取者

は音楽を聴いた時に作曲者が表現した情景を理解するこ
とができるが，少なければ，その情景を十分に理解する
ことができない．マッピングモデルは，個々人にとって
ユニークなものであり，この共通項が普遍的な情景要素
と音楽要素間のマッピング関係を表現し，異なる項は個
人の個性を表現しているものと考えられる．
本研究ではこの共通項，すなわち普遍的な情景要素と

音楽要素のマッピングモデルの獲得を目指す．

2.2 マッピングモデル獲得における技術的課題
前述のように，標題音楽の作曲では表現したい情景か

らそれを特徴付ける情景要素を抽出し，それを音楽要素
によって表現する．情景音楽では，元となる情景は自然
言語によって記述され，作曲の結果は楽譜によって記述
されるので入手可能である．しかし，情景要素や音楽要
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図 3: 標題音楽の作曲および聴取理解の過程．

素は明示されていない．例えば，前述の例では，アヒル
の気分が不快であることや，動きのある情景であること
は，情景を記述した文から解釈する必要がある．また，
情景要素と音楽要素の関係を分析する上では，分析の候
補を予め決めておく必要がある．以上の考察から，本研
究における技術的課題は次の 3つにまとめられる．

1．情景要素の設計: 一般に情景は自然言語で表現され
るので，本研究ではこれから情景要素を抽出する．具
体的にどのような情景要素を設計するかについては次
章で述べる．

2．音楽要素の設計: 作曲家は音楽を楽譜という客観的
な形で作曲するので，音楽要素は楽譜という客観的な
レベルで規定されていると考えられる．客観的なレベ
ルの音楽データとしては，標準MIDIファイル（SMF）
で記述された音楽データが使用できる．よって，本研
究では，SMFから音楽要素を抽出する．

3．両要素の関係の分析: 本研究では，両要素の関係の
分析を統計学的手法に基づいて行う．現在，非説明変
数を情景要素，説明変数を音楽要素とする判別分析を
行うことで，ある情景要素を表現するために関係のあ
る音楽要素の抽出の可能性を検討している．

3. 階層的物語タグの設計と音楽への付与
物語と情景音楽は，図 1で示したようなそれぞれ対応

する階層構造を持つ．それぞれの対応を明示するために，
本研究では音楽データ（SMF）に階層的物語タグを付与
する．ここで，階層的物語タグとは，図 1の物語の階層
構造で示されるような構造を表したものとして定義され，
物語，アクト，シーンの各階層に対応するタグをそれぞ
れ narrativeタグ（ルート要素），actタグ，sceneタグと
する．また sceneタグは情景要素を子要素として持つも
のとする．表 1に階層的物語タグを示す．
ここで，シーンで記述される情景要素をどのように定

義するかが重要である．大石らは，物語からイメージさ
れる情景の構成に必要な要素として，「登場人物」，「行
動」，「感情」を挙げている [2]．これを参考に考えると，
作曲者が情景を基に音楽を作曲する際には，主要人物を
あるライトモチーフで表現したり，その感情を調性で表
現したりすることがあると考えられる．一方，行動をそ
のままの要素として音楽で表現することはなく，むしろ
行動から受ける印象を音楽で表現しているように考えら
れる．例えば，「川が激しく流れる」情景と「川が緩やか
に流れる」情景では，行動要素はどちらも「流れる」で
ある．しかし，これらの情景を音楽で表現する場合は，
行動要素から受ける「激しさ」という印象を基に表現さ
れると考察される．
本研究ではこの考察を基に，情景要素を表現するタグ

（情景要素タグ）として「主要人物に関するもの（character
タグ）」と「行動を含んだ情景全体の印象に関するもの
（impressionタグ）」の 2つを定義する．それぞれの情景
要素タグは表 1に示されるような属性を持つものとする．
以上のように設計したタグを標題音楽の SMFに付与

する．タグの付与の例として，標題音楽である交響的物

表 1: 階層的物語タグ．

図 4: 情景文に基づいた SMFへのタグ付けの例．

語「ピーターと狼」に階層的物語タグを付与したものの
一例を図 4に示す．このように，タグ付与は情景を表す
文章から情景要素を手動で抽出することで行う．

4. 考察
本研究の特徴，意義は，「標題音楽を対象とし，音楽か

ら情景を理解するという人間の音楽理解モデルの獲得を
目指している」点にある．関連研究として，印象語と音
楽要素との関連を分析した研究が存在するが，これらの
研究では，音楽に対して印象語を人間が付与することに
より評価が行われている [3]．それゆえに，ある曲に対
して付与される印象語の個人差が大きいという問題点が
存在する．これは，音楽から受ける印象が主観的なもの
であるためである．それに対して，標題音楽は音楽それ
自体が物語を表現しているため，客観的に情景と音楽要
素との関連を分析できると考えられる．

5. おわりに
本研究では，情景要素と音楽要素のマッピングモデル

の獲得を目指し，階層的物語タグを設計した．今後，様々
な標題音楽にタグを付与し，マッピングモデルの獲得の
ための分析を行う予定である．
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